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１．2027年５月期第１四半期の連結業績（2026年６月１日～2026年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 6,058 △16.1 △1,019 － △1,063 － △730 －
2026年５月期第１四半期 7,224 149.9 △711 － △738 － △531 －

(注) 包括利益 2027年５月期第１四半期 △735百万円( －％) 2026年５月期第１四半期 △532百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年５月期第１四半期 △186.15 －
2026年５月期第１四半期 △135.81 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であ

るため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年５月期第１四半期 26,819 3,060 11.4
2026年５月期 23,225 4,044 17.4

(参考) 自己資本 2027年５月期第１四半期 3,060百万円 2026年５月期 4,044百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年５月期 － 0.00 － 63.39 63.39
2027年５月期 －
2027年５月期(予想) 0.00 － 88.75 88.75

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無



３．2027年５月期の連結業績予想（2026年６月１日～2027年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,273 9.6 2,113 45.8 1,882 42.0 1,160 45.2 295.21

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名）
株式会社LHD-1（現:クラージ
ュホーム株式会社）

、除外 ―社（社名）

（注）詳細は、添付資料P.８「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項 （連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項 （四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年５月期１Ｑ 3,923,885株 2026年５月期 3,923,885株

② 期末自己株式数 2027年５月期１Ｑ 30株 2026年５月期 30株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年５月期１Ｑ 3,923,855株 2026年５月期１Ｑ 3,913,318株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・当社は2026年９月25日開催の取締役会決議に基づき、2026年10月20日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式

発行を予定しております。業績予想の１株当たり当期純利益については、当該新株式発行による増加14,301株

を反映した期中平均株式数を基に算定しております。

（決算補足説明資料の入手方法について）

・決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。

・決算説明動画につきましては、同日に下記当社ウェブサイトへ掲載しております。

https://logos-holdings.jp/ir/
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、緩やかな回

復基調を維持しているものの、地政学リスクの長期化に伴うエネルギー・資源価格の乱高下や、為替相場の変動、

国内金利の上昇局面への移行など、依然として不確実性の高い状況が続いております。また、中東情勢の緊迫化な

どを背景とした原油・ナフサ由来の原材料・部材の供給懸念につきましては緩和しつつあるものの完全に払拭され

たとは言い難く、引き続き動向を注視すべき状況にあります。

当社グループが属する住宅業界におきましては、前年同期には建築基準法改正により建築確認審査期間が長期化

した影響を受け、大きく新設住宅着工戸数（持家）が減少したことの反動により、2026年６月から８月までの新設

住宅着工戸数（持家）は前年同期比5.4%増となったものの、住宅ローン金利の上昇や物価高騰に伴う建築コスト全

体の先行き不透明な状況が継続しております。

このような事業環境下において、当社グループは、課題と認識しております期末に完工物件の引渡しが集中する

過剰な季節性の状況を是正し、適切な施工期間想定を確保し、施工の平準化を図ることで収益性の改善と生産性の

向上を目指す施策に重点的に取り組んでまいります。加えて、成長戦略の一環として2026年６月には東海地区３店

舗目となる岐阜県大垣市に新店舗を開設いたしました。今後、エリア拡大施策として、東海エリアを中心に関東エ

リアも重点地域と位置づけ、新規出店を進めてまいります。

以上の結果、売上高6,058,784千円（前年同期比16.1％減）、売上総利益1,043,710千円（前年同期比12.6％減）

となりました。一方で、販売費及び一般管理費は、新規出店後、収益貢献まで一定のリードタイムを要することか

ら、人件費や広告宣伝費などの費用が先行したことにより、2,063,552千円（前年同期比8.3％増）と増加いたしま

した。この結果、営業損失は1,019,841千円（前年同期は営業損失711,628千円）、経常損失は1,063,048千円（前年

同期は経常損失738,008千円）、税金等調整前四半期純損失は1,030,953千円（前年同期は税金等調整前四半期純損

失738,008千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は730,440千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純

損失531,482千円）となりました。

なお、当社グループの住宅事業は、工事の着工から引渡しまでの期間が短い契約が多いため、収益を引渡し時点

で計上する物件が主となっており、また、第４四半期に物件の引渡しが増加することから、第４四半期に売上高が

集中する傾向があります。

また、当社グループの事業は、住宅販売事業及びこれに付随する事業がほとんどを占めており、実質的に単一セ

グメントのため、セグメント別の記載は省略いたします。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産の合計は、前連結会計年度末と比較すると3,593,968千円増加し、

26,819,323千円となりました。これは流動資産が3,142,161千円増加して19,337,572千円、固定資産が451,806千円

増加して7,481,750千円となったことによるものであります。

流動資産の増加の主な要因は、現金及び預金が2,219,786千円減少した一方で、未成工事支出金が2,966,474千円、

販売用不動産が1,832,184千円増加したことによるものであります。

固定資産の増加の主な要因は、建物及び構築物(純額)が262,751千円、繰延税金資産が335,249千円増加したこと

によるものであります。
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（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債の合計は、前連結会計年度末と比較すると4,578,347千円増加し、

23,758,843千円となりました。これは流動負債が4,605,364千円増加して18,145,845千円、固定負債が27,016千円減

少して5,612,997千円となったことによるものであります。

流動負債の増加の主な要因は、工事未払金が1,833,724千円、未払金が181,286千円及び未払法人税等が164,749千

円減少した一方で、未成工事受入金が5,422,882千円増加したことによるものであります。

固定負債の減少の主な要因は、社債が232,200千円増加した一方で長期借入金が262,223千円減少したことによる

ものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の合計は、前連結会計年度末と比較すると984,379千円減少し、

3,060,480千円となりました。

純資産の減少の主な要因は、四半期純損失を730,440千円計上したこと及び配当金支払248,733千円により利益剰

余金が979,173千円減少したことによるものであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,163,390 6,943,603

完成工事未収入金等 161,334 30,988

販売用不動産 3,736,155 5,568,339

仕掛販売用不動産 1,316,139 1,347,223

未成工事支出金 1,292,399 4,258,874

原材料及び貯蔵品 59,916 60,389

短期貸付金 － 300,000

その他 466,075 828,153

流動資産合計 16,195,411 19,337,572

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,001,620 2,264,371

土地 1,439,334 1,439,334

その他（純額） 297,559 203,521

有形固定資産合計 3,738,513 3,907,227

無形固定資産

のれん 2,641,171 2,577,728

その他 51,691 52,665

無形固定資産合計 2,692,862 2,630,393

投資その他の資産

繰延税金資産 381,398 716,648

その他 217,169 227,481

投資その他の資産合計 598,568 944,129

固定資産合計 7,029,944 7,481,750

資産合計 23,225,355 26,819,323
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年８月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 4,501,779 2,668,055

短期借入金 2,212,612 4,042,345

１年内償還予定の社債 － 37,800

１年内返済予定の長期借入金 1,123,951 1,037,368

未払金 907,830 726,544

未払法人税等 201,924 37,175

未成工事受入金 3,248,599 8,671,482

預り金 146,889 105,246

賞与引当金 12,189 123,714

完成工事補償引当金 559,892 543,140

資産除去債務 1,917 1,921

その他 622,894 151,053

流動負債合計 13,540,481 18,145,845

固定負債

社債 250,000 482,200

長期借入金 5,177,821 4,915,597

繰延税金負債 26,675 23,007

退職給付に係る負債 25,032 21,484

資産除去債務 126,428 136,379

その他 34,055 34,328

固定負債合計 5,640,014 5,612,997

負債合計 19,180,495 23,758,843

純資産の部

株主資本

資本金 107,277 107,277

資本剰余金 1,430,947 1,430,947

利益剰余金 2,495,725 1,516,551

株主資本合計 4,033,950 3,054,776

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △16 12

為替換算調整勘定 10,925 5,690

その他の包括利益累計額合計 10,909 5,703

純資産合計 4,044,859 3,060,480

負債純資産合計 23,225,355 26,819,323
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年６月１日
至 2026年８月31日)

売上高 7,224,264 6,058,784

売上原価 6,030,005 5,015,073

売上総利益 1,194,258 1,043,710

販売費及び一般管理費 1,905,887 2,063,552

営業損失（△） △711,628 △1,019,841

営業外収益

受取利息及び配当金 4,467 11,367

違約金収入 4,038 3,553

資材売却収入 － 9,451

その他 5,864 4,064

営業外収益合計 14,370 28,437

営業外費用

支払利息 32,056 47,819

為替差損 683 7

支払手数料 5,684 19,772

その他 2,324 4,044

営業外費用合計 40,749 71,643

経常損失（△） △738,008 △1,063,048

特別利益

固定資産売却益 － 32,345

その他 － 633

特別利益合計 － 32,978

特別損失

固定資産除却損 0 －

リース解約損 － 883

特別損失合計 0 883

税金等調整前四半期純損失（△） △738,008 △1,030,953

法人税等 △206,526 △300,513

四半期純損失（△） △531,482 △730,440

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △531,482 △730,440
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年６月１日
至 2026年８月31日)

四半期純損失（△） △531,482 △730,440

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － 29

為替換算調整勘定 △885 △5,235

その他の包括利益合計 △885 △5,205

四半期包括利益 △532,367 △735,645

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △532,367 △735,645

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当社は、2026年７月３日に、アエラホーム株式会社から吸収分割によりその事業を承継させる株式会社LHD-1

（現：クラージュホーム株式会社）を新たに設立したため、当第１四半期連結会計期間より同社を連結の範囲に

含めております。

なお、2026年10月１日付で吸収分割の効力が発生し、事業の承継は完了いたしました。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年６月１日
至 2026年８月31日)

減価償却費 50,270千円 56,190千円

のれんの償却額 90,210千円 63,442千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自 2025年６月１日 至 2025年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2025年７月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 177,390 45.33 2025年５月31日 2025年８月13日

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 2026年６月１日 至 2026年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2026年７月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 248,733 63.39 2026年５月31日 2026年８月13日

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結累計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループの事業は、住宅販売事業及びこれに付随する事業がほとんどを占めており、実質的に単一セグメ

ントであるため、記載を省略しております。

（企業結合等関係）

（事業の譲受）

当社の連結子会社である豊栄建設株式会社（以下、「豊栄建設」という）は、2026年４月24日開催の取締役会

の決議に基づき、同日付で札証物産株式会社及び札証商事株式会社（以下、総称して「札証物産」という。）か

ら戸建分譲住宅事業を事業譲受する事に関する事業譲渡契約書を締結し、2026年６月５日付で事業の譲受を完了

いたしました。

（１）企業結合の概要

① 事業譲受の相手方の名称

札証物産株式会社 及び 札証商事株式会社

② 企業結合を行った理由

札証物産は、1965年に創業し、札幌エリアを中心に年間100棟以上の戸建分譲を行ってきました。札幌市場

における強固なプレゼンスと土地仕入に関する地主や地場企業との幅広いネットワーク、土地仕入から施工、

販売まで自社で一気通貫して行う体制を有しています。

当社グループが有する札幌市況における豊富な販売実績と木造住宅の施工力を投入することで、仕掛中のプ

ロジェクトを完成させ、早期に在庫不動産を販売することで資産価値の最大化及び本事業の早期再建を図るこ

とを目的としております。

③ 企業結合日

2026年６月５日

④ 企業結合の法的形式

現金を対価とする事業譲受

⑤ 結合後企業の名称

豊栄建設株式会社

⑥ 取得した議決権比率

該当事項はありません。

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠

豊栄建設が現金を対価として事業を譲受けしたことによるものです。

（２）四半期連結累計期間に係る四半期損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

2026年６月５日より2026年８月31日まで

（３）取得した事業の取得原価及び対価の種類ごと内訳

取得の対価 現金 1,600百万円

取得原価 1,600百万円

（４）受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその内訳

流動資産 1,600百万円

資産合計 1,600百万円

上記の流動資産は、札証物産株式会社から譲り受けた販売用不動産等であります。

なお、負債については、譲受の対象に含まれておりません。

（５）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

発生したのれんはありません。
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（重要な後発事象）

（吸収分割）

当社の連結子会社である株式会社LHD-1（現：クラージュホーム株式会社）は、アエラホーム株式会社との間で

締結した2026年７月16日付の吸収分割契約に基づき、同年９月24日に東京地方裁判所の許可を得て、同年10月１

日付で吸収分割の効力が発生したことにより、事業の承継が完了いたしました。

（１）吸収分割の概要

① 相手先企業の名称 アエラホーム株式会社

（注）本吸収分割の効力発生日をもって、名称（商号）は、株式会社ライクに変更されました。

承継する事業の内容 同社がその店舗にて営む注文住宅事業及びこれらに附帯又は関連する事業

② 吸収分割の主な理由

当社グループは「新規出店拡大」と「Ｍ＆Ａ」を中長期的な成長戦略に掲げており、これまでのＭ＆Ａの

ノウハウを活かした「住宅事業」×「事業再生」分野へのアプローチを展開することで、さらなるアライア

ンスの拡大と一層の業容拡大が期待されることから、本スポンサー契約の締結に至りました。

スポンサー支援の対象となるアエラホームは、1963年の創業以来、長年にわたり日本の住宅建築に携わっ

てまいりました。「新しい暮らしの価値を創造することで環境と人に優しい未来を目指す」をパーパスとし、

「外張Ｗ断熱住宅」に代表される高性能・高品質な住宅を提供することで、高いブランド認知度を有してお

ります。近年は市場環境の変化等に伴う業績不振により、店舗の統廃合（現在19店舗）を余儀なくされてお

りましたが、同社が培ってきた商品力や営業ネットワークは、依然として高い潜在価値を持つものと認識し

ております。

当社グループが有するデジタルマーケティング及びＤＸオペレーションのノウハウをアエラホームに投入

し、当社の支援のもとでコスト改善の徹底と生産性の向上を図ることで、同社の利益改善及び事業再建を迅

速に進め、グループ全体における安定的なキャッシュフローの創出と企業価値向上を目指してまいります。

③ 企業結合日（効力発生日）

2026年10月１日

④ 企業結合の法的形式

アエラホーム株式会社を吸収分割会社として、当社が100%出資して設立した子会社である株式会社LHD-1を吸

収分割承継会社とする吸収分割

⑤ 吸収分割承継会社

株式会社LHD-1

（注）本吸収分割の効力発生日をもって、承継会社の名称（商号）は、クラージュホーム株式会社に変更さ

れました。

⑥ 取得企業を決定するに至った主な根拠

株式会社LHD-1が現金を対価として、アエラホーム株式会社で営む注文住宅事業及びこれらに附帯又は関連す

る事業を承継するためであります。

（２）本吸収分割に係る譲渡対価

14,130千円

（３）主な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

（４）発生するのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

（５）企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。


